
豊中市告示第２６０号

　　　豊中市公共下水道事業業務状況の公表

　豊中市水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例（昭和４１年豊中市条例

第４６号）第８条の規定による令和７年１０月１日から令和８年３月３１日までの業

務状況を，次のとおり地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第４０条の２の

規定に基づき公表します。

　　令和８年６月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊中市長　　長　内　繁　樹

令和８年(2026年)３月３１日　現在

下半期総処理水量とその区分

下半期
総処理水量
28,345,424m3

(100.0%)

9,192,200m3

(32.4%)
19,153,224m3

(67.6%)

庄内下水処理場

猪名川流域下水道
原田終末処理場（豊
中市分）

下半期下水道使用料収入

下半期
下水道使用料

2,323,665,495円
(100.0%)  

1,944,268円
)0.1%(

一般汚水
2,311,044,185円

(99.4%)

10,677,042円
(0.5%)

臨時汚水 公衆浴場汚水

排 水 人 口 397,418 人
処 理 可 能 区 域 人 口 397,418 人
処 理 可 能 区 域 戸 数 183,323 戸
年 間 総 処 理 水 量 61,743,775 m3

一 日 平 均 処 理 水 量 169,161 m
3



令和７年度(2025年度)下半期予算の執行状況　　（消費税及び地方消費税込み）　

収益的収支

　収　入　　 円 円

0      5億    10億    15億     20億    25億    30億    35億    40億     45億    50億

2,323,665,495 円 4,650,128,839 円

1,370,503,339 円 2,818,976,339 円

1,464,574,270 円 3,468,820,396 円

1,424,090,618 円 2,160,526,218 円

11,614,450 円 11,614,450 円

64,000 円 691,000 円

11,812,367 円 11,812,367 円

3,392,877 円 3,423,945 円

76,750,214 円 163,876,714 円

103,913,263 円 103,913,263 円

1,016,164,031 円 2,026,666,035 円

5,112,499 円 11,858,055 円

　支　出 円 円

0     5億   10億   15億   20億   25億   30億   35億   40億   45億   50億  55億   60億

1,113,312,740 円

704,596,492 円

2,213,001,819 円 4,427,348,289 円

5,582,557,757 円 8,609,348,929 円

155,154,830 円

278,854 円

0    △5億    △10億  △15億  △20億  △25億  △30億   △35億  △40億   △45億  △50億

△ 843,932,329 円 963,295,597 円

営

業

収

益

下 水 道 使 用 料

7,811,657,423 15,432,307,621

予  算  費  目 下 半 期      予 算 の 執 行 状 況 累  計

雨 水 処 理 負 担 金

14,469,012,024

職 員 給 与 費

減 価 償 却 費

他 会 計 補 助 金

316,237,534

営

業

外

収

益

手 数 料 収 益

そ の 他 営 業 収 益

受 取 利 息

消 費 税

長 期 前 受 金 戻 入

8,655,589,752

雑 収 益

差 引 額

支 払 利 息 及 び 企 業 債 取 扱 諸 費

その他（繰越分含む）

営

業

費

用

営

業

外

費

用

円

2,764,532 円
雑 支 出

うち退職給付費
116,928,377円

流域下水道原田終末処理場

受託管理負担金収入

流域下水道終末処理場
建設受託事業収入（繰越分含む）

空港貯留施設受託
管理負担金収入



資本的収支

　収　入　 円 円

0 　      5億 　　    10億　　    15億　    　20億     　25億       30億

2,394,000,000 円 2,394,000,000 円

1,871,825,000 円 1,871,825,000 円

32,684,530 円 64,758,530 円

12,772,927 円 12,772,927 円

0 円 0 円

返  還  金
0 円 0 円

固定資産売却代金

0 円 0 円

　支　出 円 円
0 　　　5億 　　10億 　　15億 　　20億 　　25億 　　30億 　　35億　　40億

3,817,210,685 円 5,929,965,188 円

0 円 0 円

933,558,998 円 1,883,772,411 円

0        △5億       △10億     △15億　 　 △20億      △25億     △30億

△ 439,487,226 円 △ 3,470,381,142 円

円
円

［令和８年(2026年)３月３１日現在]

企 業 債 現 在 高 26,457,698,830
一時借入金現在高 0

差 引 額

貸借対照表（消費税及び地方消費税抜き）

（繰越分含む）

企 業 債 償 還 金

他 会 計 負 担 金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金

4,750,769,683

貸 付 金

4,311,282,457 4,343,356,457

予 算 費 目
下 半 期      予 算 の 執 行 状 況

累  計

企業債 ( 繰越 分含 む )

国庫補助金(繰越分含む)

7,813,737,599

建 設 改 良 費

資産の部

102,103,414,898円
(100.0%)

流動資産
10,143,232,320円

(9.9%)

固定資産
91,960,182,578円

(90.1%） 固定負債
25,464,938,058円

(24.9%)

負債･資本の部

102,103,414,898円
(100.0%)

35,533,776,386円

繰延収益

(34.8%)

資本金
27,849,042,795円
（27.3%)

流動負債
6,470,035,796円
（6.3%)

剰余金
6,785,621,863円

(6.7%)



令和8年度(2026年度)予算の状況　　（消費税及び地方消費税込み）

収益的収支　　

  収　入　　 円
0   10億    20億　  30億   40億   50億   60億   70億   80億   90億   100億　110億

4,647,682,000 円

3,043,581,000 円

4,296,648,000 円

2,571,306,000 円

15,894,000 円

750,000 円

10,810,000 円

4,730,000 円

214,577,000 円

285,532,000 円

2,044,916,000 円

8,231,000 円

  支　出　　 円
0   10億    20億　  30億   40億   50億   60億   70億   80億   90億   100億　110億

1,229,575,000 円

4,344,505,000 円

10,676,018,000 円

5,901,000 円

1,000,000 円

0   10億    20億　  30億   40億   50億   60億   70億   80億   90億   100億　110億

533,001,000 円

差 引 額

減 価 償 却 費

そ の 他

予 備 費

営

業

費

用
営
業
外
費
用

雑 支 出

予

備

費

他 会 計 補 助 金

長期前受金戻入

雑 収 益

16,611,656,000

支払利息及び企業債取扱諸費

17,144,657,000

下 水 道 使 用 料

雨水処理負担金

手 数 料 収 益

その他営業収益

受 取 利 息

354,657,000 円

消 費 税

営

業

外

収

益

営

業

収

益

職 員 給 与 費

うち退職給付費
123,069,000円

流域下水道原田終末処理場

受託管理負担金収入

流域下水道終末処理場

建設受託事業収入

空港貯留施設受託
管理負担金収入



資本的収支　

　収　入　　 円

0    5億　10億　15億   20億   25億  30億  35億  40億  45億  50億  55億　60億

2,726,200,000 円

1,747,215,000 円

77,622,000 円

21,601,000 円

180,000 円

60,000 円

　支　出　　 円
0    5億　10億　15億   20億   25億  30億  35億  40億  45億  50億  55億　60億

5,912,674,000 円

195,000 円

1,856,778,000 円

0  △5億△10億△15億△20億 △25億△30億 △35億 △40億 △45億 △50億△55億△60億

△ 3,196,769,000 円

貸 付 金

企 業 債 償 還 金

差 引 額

4,572,878,000

企 業 債

国 庫 補 助 金

他 会 計 負 担 金

工 事 負 担 金

受 益 者 負 担 金

返 還 金

7,769,647,000

建 設 改 良 費



令和 8 年度（2026 年度） 経営方針 

 

上下水道局は、「第 2 次とよなか水未来構想」に掲げた 6 つのめざすべき将

来像の実現を使命としています。令和 8 年度の予算編成においても、6 つの

将来像の実現に向け、上下水道施設の計画的かつ持続的な維持管理・改築更

新および技術の継承に努めながら、私たちの暮らしや産業活動に欠くことの

できないライフラインとしての機能確保を図ります。あわせて、効率的な事

業運営や人材育成に努めながら、お客さまの視点に立った持続可能な経営基

盤の確立をめざします。 

 

<水道事業会計> 

 令和 7 年度決算は、826,896 千円の純利益を確保することができ、資金剰

余額は、対前年度比 13.6％増の 4,293,115 千円となる見込みです。 

収入については、対前年度比で有収水量は 303,124 ㎥の減となったものの 

令和 7 年 2 月に水道料金の改定を行ったため、給水収益は対前年度比で

746,303 千円の増となりました。ただ、今後も水需要の減少等が見込まれる

中、給水収益についても引き続き厳しい状況が予想されます。 

費用については、管路の更新や耐震化など老朽化した施設の更新に関して

引き続き必要となります。 

限られた財源を計画的かつ効率的に活用し、安定給水を確保していくため、

事業を着実に進めていきます。 

 

<下水道事業会計> 

令和 7 年度決算は、442,838 千円の純利益を確保することができ、資金剰

余額は、対前年度比 0.2％増の 5,529,974 千円となる見込みです。 

収入については、対前年度比で有収水量が 316,185 ㎥の減となったものの、

水道料金と同様に令和 7 年 2 月に下水道使用料改定を行ったため、下水道使

用料は前年度比 698,166 千円の増となりました。ただ、水道事業会計と同様、

引き続き厳しい状況が予想されます。 

費用については、浸水対策、老朽化した管路の改築などに関して引き続き

必要となります。 

限られた財源を計画的かつ効率的に活用し、下水道を持続・強化していく

ため、事業を着実に進めていきます。 

  


